
『萬
葉
集
詰
』
に
つ
い
て

五井
蘭
洲
説
の
検
討

北
谷
幸
冊

は

じ
め
に

　
『萬
葉集
詰
』
（
以
下
「
集
話
」
と
略
称
す
る
）
に
は
、
五
井
蘭
洲
が
自
ら
の
説
を
、
「
愚
案
」
と
断
っ
て
掲
げ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。
そ
　
　
　
一

れら
は
、
自
説
の
前
に
語
注
を
あ
げ
て
の
場
合
と
、
契
沖
や
北
村
季
吟
ら
の
説
く
と
こ
ろ
を
あ
げ
て
の
場
合
と
が
あ
る
が
、
「
愚
案
」
と
断
　
　
　
1
8

っ

て

の

解
注は
蘭
洲
が
自
説
の
開
陳
に
そ
れ
な
り
の
意
欲
や
自
信
を
持
っ
て
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　ち
な
み
に
、
「
愚
案
」
と
断
る
蘭
洲
説
が
見
え
る
語
数
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　　
天
文
時
候
　
　
四
　
　
地
理
宮
室
　
　
七
　
　
　
鬼
神
人
倫
支
髄
　
　
九
　
　
草
木
穀
菜
　
　
九

　
　
　
鳥
獣
轟
魚

　　
一
　
　
服
食
器
財
　
　
八
　
　
　
態
藝
事
爲
　
　
　
一
〇
　
　
虚
詞
助
鮮
　
一
四

　
合
計
六
二
語は
、
総
語
彙
数
の
三
パ
ー
セ
ン
ト
弱
に
あ
た
り
、
多
い
と
は
言
え
な
い
が
、
説
く
と
こ
ろ
の
正
否
は
と
も
か
く
、
「
愚
案
」

に

蘭
洲
の

解
説
の

仕方
や
、
説
の
特
徴
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
蘭
洲
説
の
な
か
か
ら
次
の
五
項
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

○
い
ま
の
を
に



　
　

（
集
詰
）
　
い
ま
の
を
に
　
年
の
緒
又
を
つ
x
の
説
あ
り
。
愚
案
に
は
今
の
世
に
な
り
。
を
つ
x
は
現
な
り
。
　
　
　
（
天
文
時
候
）

こ
の
語
は
集
中
一
例
。
大
伴
家
持
の
長
歌
に
、

　
　
す
め
ろ
き
　
　
　
　
　
　
　
　
み
　
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
に
は
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
め
　
　
し
た

　
　
皇
祖
の

　
遠き
御
代
に
も
　
お
し
て
る
　
難
波
の
国
に
　
天
の
下
　
知
ら
し
め
し
き
と
　
今
の
を
に
（
伊
麻
能
乎
ホ
）
　
絶
え
ず
言
ひ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
し
こ

　
　
つ

つ

　
かけ
ま
く
も
　
あ
や
に
恐
し
　
…
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
二
十
ー
四
三
六
〇
）

があ
る
。

　
萬
葉集
目
安
に
、
「
伊
麻
能
乎
爾
　
イ
マ
ノ
ヲ
ハ
今
ノ
世
也
。
」
と
注
す
る
の
を
そ
の
ま
ま
引
用
す
る
拾
穂
抄
は
、
「
い
ま
の
を
に
　
見
安

云今
の
世
也
。
」
と
解
説
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
「
今
の
世
」
説
に
対
し
て
、
管
見
に
は
、

　
　
　今
の
を
に
た
え
す
い
ひ
つ
x
　
今
の
を
は
緒
と
云
心
也
。
年
の
つ
x
く
を
年
の
緒
と
云
心
に
て
、
た
え
す
と
は
つ
x
け
た
り
と
き

　
　こ
え
た
り
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

と
あ
る
。
代
匠
記
に
は
、
（
初
稿
本
）
に
こ
れ
を
引
い
て
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
9

　
　
　今の
を
に
た
え
す
い
ひ
つ
〉
　
長
流
か
い
は
く
。
今
の
を
は
、
緒
と
い
ふ
心
な
り
。
年
の
つ
〉
く
を
年
の
緒
と
い
ふ
心
に
て
、
た
　
　
　
　

　
　

へす
と
は
つ
〉
け
た
り
と
き
こ
へ
た
り
と
い
へ
り
。

と
し
、
（
精
撰
本
）
で
は
、

　
　
　イ
マ
ノ
ヲ
ニ
ハ
、
ヲ
ト
ヨ
ト
同
韻
ノ
字
ナ
レ
ハ
、
通
シ
テ
今
ノ
世
ナ
リ
。
又
年
ノ
緒
長
ク
ト
ヨ
メ
ル
ハ
、
長
ク
ツ
・
ケ
ル
意
ナ
レ

　　
ハ
、
准
ラ
ヘ
テ
思
フ
ニ
、
昔
ヨ
リ
今
ノ
緒
二
絶
ス
ト
云
ヘ
ル
ニ
モ
ヤ
有
ラ
ム
。

と
説
い
て
い
る
。

　こ
の
語
、
萬
葉
考
が
、
「
伊
麻
能
与
ホ
。
蛉
体
距
時
時
呼
に
誤
る
。
」
と
、
誤
字
説
を
出
し
て
よ
り
、
略
解
・
古
義
は
こ
れ
に
従
っ
て
い
る
。

　
現
在
の

注釈
書
の
な
か
で
は
、
全
繹
に
、

　
　
乎は
與
の
略
字
、
与
を
誤
つ
た
の
で
あ
ら
う
。

『萬
葉
集
詰
』
に
つ
い
て
　
　
五
井
蘭
洲
説
の
検
討
1



『萬
葉
集
話
』
に
つ
い
て
1
五
井
蘭
洲
説
の
検
討
ー

と
あ
る
を
は
じ
め
、
萬
葉
考
以
来
の
説
を
踏
襲
す
る
も
の
が
多
い
が
、
全
註
繹
で
は
、
文
字
の
通
り
に
解
し
て
、

　
　
　
伊
麻
能
乎ホ
　
イ
マ
ノ
ヲ
ニ
。
イ
マ
ノ
ヲ
は
、
年
ノ
緒
、
息
ノ
緒
な
ど
と
同
じ
く
、
今
を
緒
に
讐
え
た
言
い
方
で
、
次
に
、
絶
エ

　
　
ズ言
ヒ
ツ
ツ
と
あ
る
の
で
、
そ
れ
が
護
明
さ
れ
る
。
今
と
い
う
時
が
績
い
て
い
る
と
す
る
思
想
で
あ
る
。

と
い
う
。
全
訳
注
に
も
、
「
今
の
緒
」
と
解
し
て
、
こ
れ
を
「
年
の
緒
に
準
じ
た
家
持
の
造
語
か
。
今
。
」
と
注
記
し
、
全
注
（
木
下
）
は
、

　
　
　今
の
を
に
　
今
ノ
ヲ
は
現
在
の
意
で
あ
ろ
う
が
、
ヲ
の
語
性
不
明
。
あ
る
い
は
年
ノ
緒
な
ど
の
語
か
ら
連
想
し
て
家
持
が
作
っ
た

　
　語
か
。

　
小
学
館
新
編古
典
全
集
に
は
、

　
　
現在
。
あ
る
い
は
年
ノ
緒
な
ど
の
語
か
ら
連
想
し
て
作
っ
た
家
持
の
新
造
語
か
。

と
説
い
て
い
る
。

　
ち
な
み
に
、
ト
シ
ノ
ヲ
に
は
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
0

　
　年
之
緒　
四
ー
五
八
七
（
あ
ら
た
ま
の
　
年
之
緒
長
灘
も
聴
は
む
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
こ
と
　
　
　
　
こ
と

　
　
年
緒
　　
三
1
四
六
〇
（
あ
ら
た
ま
の
　
年
緒
長
久
　
住
ま
ひ
つ
つ
）
・
九
ー
一
七
七
四
（
母
の
命
の
　
言
に
あ
ら
ば
　
年
緒
長
　
頼
み
過
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
　
　
　
ご
　
　
　
　
を

　
　
む
や
）
・
十
ー
二
〇
八
九
（
あ
ら
た
ま
の
　
年
緒
長
　
思
ひ
来
し
）
・
十
一
ー
二
五
三
四
（
あ
ら
た
ま
の
　
年
緒
長
我
が
恋
ひ
居
ら
む
）
・
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
つ

　
　
二ー
二
八
九
一
（
あ
ら
た
ま
の
　
年
緒
長
　
か
く
恋
ひ
ば
）
・
二
九
三
五
（
あ
ら
た
ま
の
　
年
緒
長
何
時
ま
で
か
）
・
三
二
〇
七
（
あ
ら
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
か
　
　
　
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

　
　ま
の
　
年
緒
永
　
照
る
月
の
）
・
十
三
ー
三
三
二
四
（
行
き
向
か
ふ
　
年
緒
長
　
仕
へ
来
し
）
・
十
九
ー
四
一
五
四
（
行
き
変
は
る
　
年
緒
奈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
し
　
　
　
　
　
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
　
　
お
も

　
　
我
久　
し
な
ざ
か
る
　
越
に
し
住
め
ば
）
・
四
二
四
四
（
あ
ら
た
ま
の
　
年
緒
長
　
我
が
思
へ
る
）
・
四
二
四
八
（
あ
ら
た
ま
の
　
年
緒
長
久

　
　
あ
ひ
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
れ
　
　
　
ま
　
　
　
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ま
　
　
　
　
　
　
へ
な

　
　
相
見
て
し
）
・
二
十
1
四
二
九
八
（
我
は
参
ゐ
来
む
　
年
緒
奈
我
久
）
・
四
三
〇
八
（
天
の
川
隔
り
に
け
ら
し
　
年
緒
奈
我
久
）

と
の
例
が
あ
る
。
全
註
稗
が
説
く
よ
う
に
「
絶
え
ず
」
に
続
く
点
を
考
慮
し
た
い
が
、
右
の
例
の
「
年
の
緒
」
の
語
は
す
べ
て
、
ナ
ガ
ク

に続
い
て
い
る
。
家
持
造
語
説
に
従
う
べ
き
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
こ
の
語
の
意
は
、
「
今
の
世
に
」
・
「
今
の
世
代
に
」
で
あ
ろ
う
。



　ま
た
、
「
い
ま
の
を
つ
つ
に
」
の
語
は
集
中
四
例
（
八
；
二
三
九
八
五
・
四
〇
九
四
・
四
一
二
二
）
あ
る
。
代
匠
記
（
初
稿
本
）
で
は
す
で

に

「今
の
を
に
」
の
注
に
つ
づ
け
て
、

　
　
今案
、
第
五
第
十
七
第
十
八
に
、
い
ま
の
を
つ
〉
と
よ
め
り
。
若
此
を
つ
x
の
暑
に
て
、
今
の
う
つ
〉
の
心
に
や
。

と
言
っ
て
い
る
。
ヲ
は
「
緒
」
、
「
を
つ
X
」
は
ウ
ツ
ツ
に
通
じ
、
「
現
在
」
・
「
現
実
」
の
意
で
あ
る
。
例
え
ば
、

　
　
う
つ
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
め
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
だ

　
　
現
に

は

（現者
）
　
言
も
絶
え
た
り
　
夢
に
だ
に
　
継
ぎ
て
見
え
こ
そ
　
直
に
逢
ふ
ま
で
に
　
　
　
　
　
　
（
巻
十
ニ
ー
二
九
五
九
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
　
　
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
い
め
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
つ
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
だ

　
　…
…
　
し
き
た
へ
の
　
袖
返
し
つ
つ
　
寝
る
夜
落
ち
ず
　
夢
に
は
見
れ
ど
　
現
に
し
（
宇
都
追
ホ
之
）
　
直
に
あ
ら
ね
ば
　
…
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
（
巻
十
七
ー
三
九
七
八
）

があ
る
。

　蘭洲
は
「
天
文
時
候
」
の
部
で
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　を
つ
〉
　
今
の
を
つ
㌔
と
有
。
今
み
る
現
在
の
体
な
り
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
1

と
の
注
を
付
し
て
お
り
、
蘭
洲
の
説
は
先
行
の
説
に
拠
り
な
が
ら
も
、
「
い
ま
の
を
」
・
「
を
つ
x
」
の
両
方
の
語
を
勘
案
し
た
上
で
の
当
を
　
　
　
　
一

得た
も
の
と
思
わ
れ
る
。二

　
○う
ま
ひ
と
・
こ
ま
ひ
と

　

（集
詰
）
　
う
ま
ひ
と
　
君
子
良
家
也
。
契
云
、
こ
ま
人
と
よ
む
へ
し
。
こ
ま
人
は
声
ふ
く
れ
た
る
故
な
り
。
よ
り
て
麦
に
肥
人
と
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
り
。
愚
案
、
狛
の
字
の
誤
な
り
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鬼
神
人
倫
支
髄
）

　
　
　
　
　
　
こ
ま
ひ
と
　
肥
人
と
書
。
愚
案
、
狛
の
字
の
誤
り
か
。
く
は
し
く
う
ま
人
の
所
に
あ
り
。
　
　
　
　
　
（
鬼
神
人
倫
支
髄
）

小
学
館
古
典
全
集本
に
よ
っ
て
、
右
の
注
に
該
当
す
る
歌
を
あ
げ
れ
ば
、
「
う
ま
ひ
と
」
に
次
の
二
首
が
あ
り
、

『萬
葉
集
詰
』
に
つ
い
て
　
　
五
井
蘭
洲
説
の
検
討



『萬
葉集
詰
』
に
つ
い
て
　
　
五
井
蘭
洲
説
の
検
討
ー

　
　
　
　
　
か
　
　
　
　
し
な
ぬ
　
　
　
ま
ゆ
み
　
　
わ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
な
　
　
い

　
　
み
こ
も
刈
る
　
信
濃
の
真
弓
　
我
が
引
か
ば
　
う
ま
人
さ
び
て
（
宇
真
人
佐
備
而
）
　
否
と
言
は
む
か
も
　
　
　
　
（
巻
二
ー
九
六
）

　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
　
ま

　
　あ
さ
り
す
る
　
漁
夫
の
子
ど
も
と
　
人
は
言
へ
ど
　
見
る
に
知
ら
え
ぬ
　
う
ま
ひ
と
の
子
と
（
有
麻
必
等
能
古
等
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
（
巻
五
－
八
五
三
）

　

「こ
ま
ひ
と
」
に
つ
い
て
は
、

　
　
こ
ま
ひ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
か
が
み
ゆ
　
　
　
　
　
　
し
め
ゆ
　
ふ
　
　
　
　
　
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
れ

　
　
肥
人
の

（肥人
）
　
額
髪
結
へ
る
　
染
木
綿
の
　
染
み
に
し
心
　
我
忘
れ
め
や
〈
一
に
云
ふ
、
「
忘
ら
え
め
や
も
」
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
（
巻
十
一
－
二
四
九
六
）

と
詠
ま
れ
て
い
る
。

　

『日
本
書
紀
』
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
と
こ
い
と
こ
あ

　
　
（神
功
紀
摂
政
元
年
三
月
条
）
　
…
…
　
宇
麻
比
等
は
　
汗
摩
讐
苔
ど
ち
や
　
親
友
は
も
　
親
友
ど
ち
　
い
ざ
闘
は
な
　
…
…
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
　
　
　
　
こ
と
だ
て
　
　
う
さ
ゆ
つ
る
　
　
た
　
　
　
ま
　
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ら

　
　

（仁
徳紀
二
二
年
正
月
条
）
　
干
磨
腎
苔
の
立
つ
る
言
立
儲
弦
絶
え
間
継
が
む
に
並
べ
て
も
が
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
2

と
あ
る
ウ
マ
ヒ
ト
は
、
「
貴
人
」
の
意
。
九
六
番
歌
・
八
五
三
番
歌
の
ウ
マ
ヒ
ト
は
、
集
詰
の
解
注
に
い
う
「
君
子
あ
る
い
は
良
家
の
人
」
　
　
　
一

の

意と
理
解
で
き
る
。
蘭
洲
が
「
う
ま
ひ
と
」
・
「
こ
ま
ひ
と
」
の
二
項
で
自
説
を
あ
げ
て
い
る
の
は
い
ず
れ
も
二
四
九
六
番
歌
に
つ
い
て

のも
の
と
み
え
る
。
こ
の
歌
、
拾
穂
抄
に
は
、

　
　う
ま
人
の
ひ
た
い
か
み
ゆ
へ
る
そ
め
ゆ
ふ
の
そ
め
し
こ
x
ろ
を
わ
れ
わ
す
れ
や
も

と
読
み
、
「
う
ま
人
」
の
注
に
は
、
見
安
・
八
雲
御
抄
を
引
い
て
、

　
　
　日
本
紀
二
君
の
字
を
う
ま
ひ
と
と
よ
め
り
、
前
に
う
ま
人
さ
び
て
と
有
イ
こ
え
ひ
と
こ
え
た
る
人
に
や
イ
こ
ま
人
こ
ま
か
に
う
つ

　
　く
し
き
心
な
る
也
、
見
安
ニ
ハ
高
麗
人
と
注
せ
り
如
何
八
雲
御
抄
に
は
は
た
人
と
あ
り
古
本
肌
人
と
か
け
る
に
や
是
ハ
八
秦
の
氏
人

　
　
にや
。

と
述
べ
て
い
る
。
蘭
洲
が
参
照
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
管
見
に
は
、



　
　
　
肥
人を
、
こ
ゑ
人
と
よ
め
れ
共
、
其
義
な
し
。
う
ま
人
ト
よ
む
へ
し
。
鳥
モ
魚
も
、
獣
の
肉
も
、
肥
タ
ル
ハ
う
ま
き
也
。
う
ま
人

　
　と
よ
む
へ
き
な
り
。

と
い
い
、
「
う
ま
ひ
と
」
と
の
訓
を
後
に
「
コ
マ
ヒ
ト
」
と
改
め
て
い
る
代
匠
記
の
（
初
稿
本
）
に
、

　
　
　う
ま
ひ
と
の
ひ
た
ひ
か
み
ゆ
へ
る
　
う
ま
人
は
、
高
貴
富
有
の
よ
き
人
な
り
。
良
家
、
君
子
、
摺
紳
、
こ
れ
ら
を
日
本
紀
に
う
ま

　
　
ひ
と
x
よ
め
り
。
第
二
巻
に
、
久
米
縄
師
か
う
ま
人
さ
ひ
て
と
よ
め
る
寄
に
注
し
軍
ぬ
。
又
第
五
巻
に
帥
大
伴
卿
の
家
に
て
、
み
な

　
　
人
のよ
み
け
る
三
十
三
首
の
梅
の
寄
の
中
の
作
者
の
名
に
も
、
少
令
史
田
氏
肥
人
あ
り
。
鳥
も
魚
も
獣
の
肉
も
、
肥
た
る
は
う
ま
き

　
　こ
と
は
り
な
り
。
長
流
か
抄
に
、
こ
え
人
と
よ
め
る
を
義
な
し
と
い
へ
り
。
今
の
本
に
は
こ
ま
人
と
よ
め
り
。
高
麗
人
な
る
へ
し
。

　
　
い

か
て
こ
ま
人
と
は
よ
め
り
け
む
。
今
朝
鮮
の
人
の
わ
た
り
く
る
を
見
る
に
、
い
た
く
ふ
つ
〉
か
に
こ
え
ふ
と
り
た
る
が
お
ほ
け
れ

　
　は
、
そ
の
心
を
も
て
や
よ
め
り
け
む
。
た
、
う
ま
人
に
し
た
か
ふ
へ
し
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　

（精
撰
本
）
に
は
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
3

　
　
　肥
人ヲ
コ
マ
ヒ
ト
・
鮎
セ
ル
ハ
高
麗
ぷ
ノ
意
欺
。
肥
ヲ
コ
マ
ト
ヨ
メ
ル
意
イ
マ
タ
知
ラ
ス
。
今
彼
國
ノ
人
ヲ
見
ル
ニ
、
イ
タ
ク
フ
　
　
　
　
一

　
　ツ
・
カ
ナ
ル
マ
テ
肥
タ
ル
カ
多
ケ
レ
ハ
サ
ル
意
ニ
ヤ
。
古
鮎
ニ
コ
エ
ヒ
ト
・
ヨ
メ
ル
ハ
一
向
義
ナ
シ
。
今
按
、
ウ
マ
ヒ
ト
ノ
ト
義
訓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ヘ

　
　
ス

ヘキ
欺
。
鳥
獣
ノ
肉
モ
肥
タ
ル
ハ
ウ
マ
キ
理
ナ
リ
。

と
注
し
て
い
る
。
「
肥
人
」
の
訓
は
、
古
写
本
に
お
い
て
も
す
で
に
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
校
本
萬
葉
集
に
よ
る
と
、

　
　
細
井
本
　
　　
　
コ
ヱ
ヒ
ト
（
左
二
「
コ
マ
ヒ
ト
」
）

　
　
西本
願
寺
本
・
温
故
堂
本
　
　
「
肥
」
の
左
二
「
コ
エ
」

　
　神
田
本
　
　
　
コ
ヒ
ヒ
ト
ノ

　
　
金
沢
文
庫本
・
大
矢
本
・
京
都
大
学
本
　
コ
マ
　
（
京
都
大
学
本
で
は
、
「
肥
」
の
左
に
「
コ
エ
」
）

　
　
類
聚古
集
　
　
こ
え
人
の

『萬
葉
集
詰
』
に
つ
い
て
　
　
五
井
蘭
洲
説
の
検
討
－



『
萬
葉
集
詰
』
に
つ
い
て
　
　
五
井
蘭
洲
説
の
検
討

　
　神
宮
文
庫
本
　
コ
エ
ヒ
ト
ノ
（
左
二
「
コ
マ
ヒ
ト
ノ
」
）

　
　
広
瀬
本　
　
　
コ
ヱ
ヒ
ト

と
あ
る
。
類
聚
名
義
抄
（
観
智
院
本
）
に
「
肥
．
マ
ヵ
」
と
の
訓
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
も
、
コ
マ
ヒ
ト
と
の
訓
み
は
可
能
で
あ
る
。

　蘭
洲
は
、
肥
は
「
狛
の
字
の
誤
り
」
と
し
て
い
る
が
、
同
様
の
説
は
、
萬
葉
考
に
み
え
、
「
狛
を
肥
に
誤
り
し
に
て
、
本
は
狛
な
り
け
り
。
」

と
説
か
れ
て
い
る
。
萬
葉
考
よ
り
も
早
く
、
蘭
洲
が
「
狛
」
の
字
の
誤
り
と
す
る
の
は
新
見
で
あ
る
が
詳
細
な
注
記
の
な
い
の
が
残
念
で

あ
る
。　こ

の
語
、
現
在
の
注
釈
書
類
で
は
、

　
　
全

　
註
　繹
　
　
　
　
　
ヒ
ビ
ト
　
　
九
州
に
居
住
し
た
異
風
俗
の
種
族
。

　
　私

注

　

ヒ
ヒ
ト
肥
の
國
の
人
。
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　注
　
　
　
繹
　
　
　
　
　
コ
マ
ヒ
ト
　
九
州
玖
磨
の
人
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
4

　
　岩
波古
典
大
系
　
　
　
　
コ
マ
ヒ
ト
　
玖
磨
人
。
九
州
玖
磨
地
方
の
人
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
小
学
館古
典
全
集
　
　
　
コ
マ
ヒ
ト
　
上
古
、
肥
後
国
玖
磨
地
方
（
熊
本
県
球
磨
郡
、
人
吉
市
の
一
帯
）
に
住
ん
だ
異
民
族
の
一
種
か
。

　
　
新
潮古
典
集
成
　
　
　
　
コ
マ
ヒ
ト
　
熊
本
県
玖
磨
地
方
の
人
か
。

　
　
全
訳
注
原文
付
　
　
　
　
コ
マ
ヒ
ト
　
熊
本
県
玖
磨
地
方
の
人
。
な
ぜ
コ
マ
と
い
う
か
不
明
。
「
肥
」
は
コ
マ
ヤ
カ
の
意
。

　
　
繹
注

（
伊藤
）
　
　
　
　
コ
マ
ヒ
ト
　
肥
後
の
国
球
磨
地
方
（
熊
本
県
球
磨
郡
・
人
吉
市
）
の
人
で
あ
ろ
う
。

　
　
小
学
館
新
編
古
典
全集
　
コ
マ
ヒ
ト
　
上
古
、
南
九
州
に
住
み
異
人
種
と
見
な
さ
れ
た
人
々
。
そ
の
本
拠
地
は
不
明
。

と
あ
り
、
コ
マ
ヒ
ト
と
訓
ん
で
、
九
州
球
磨
地
方
の
人
と
す
る
の
が
通
説
と
な
っ
て
い
る
。



三

　
○
は
な
か
つ
み

　

（集
詰
）
　
は
な
か
つ
み
　
菰
也
。
愚
案
、
菰
に
は
花
な
し
。
花
菖
蒲
な
ら
ん
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
草
木
穀
菜
）

　こ
の
語
は
、
集
中
一
例
、

　
　
　
　
　
　
　
　
さ
　
き
さ
は
　
　
　
お

　
　を
み
な
へ
し
　
佐
紀
沢
に
生
ふ
る
　
花
か
つ
み
（
花
勝
見
）
　
か
つ
て
も
知
ら
ぬ
　
恋
も
す
る
か
も
　
　
　
　
　
（
巻
四
ー
六
七
五
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
モ

と
あ
る
。
蘭
洲
が
最
も
多
く
そ
の
説
を
引
用
し
て
い
る
拾
穂
抄
に
は
、
「
童
蒙
抄
云
、
花
か
つ
み
と
は
花
さ
き
た
る
蒋
を
い
ふ
。
」
と
あ
り
、

童蒙
抄
に
は
、
蘭
洲
が
引
用
し
て
い
る
と
お
り
、
巻
四
－
六
七
五
番
歌
を
あ
げ
て
、
「
は
な
が
つ
み
と
は
は
な
さ
き
た
る
こ
も
を
い
ふ
。
」

と
の
注
が
あ
る
。
代
匠
記
（
初
稿
本
）
に
、
「
か
つ
み
は
ζ
も
な
り
。
」
、
（
精
撰
本
）
に
も
同
様
に
、
「
花
カ
ツ
ミ
ハ
菰
ヲ
云
ト
云
ヘ
リ
。
」
と

説
い
て
い
る
。
契
沖
の
説
は
、
「
こ
も
を
ば
、
か
つ
み
と
い
ふ
。
」
と
あ
る
能
因
歌
枕
や
童
蒙
抄
、
さ
ら
に
は
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
5

　
　
　
　
　
　
　
ま

　
　花
か
つ
み
　
眞
こ
も
の
名
な
り
。
先
達
説
々
あ
れ
と
も
、
と
か
く
眞
こ
も
の
こ
と
く
聞
え
た
り
。

と
説
く
、
長
流
の
説
（
管
見
）
を
踏
ま
え
て
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
蘭
洲
が
、
「
菰
也
」
と
、
そ
の
説
を
挙
げ
て
い
る
の
は
、
こ
れ
ら
先
行
の

説を
い
っ
た
ん
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
。

　古
今
和
歌
集
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
き

　
　
み
ち
の
く
の
あ
さ
か
の
沼
の
は
な
か
つ
み
か
つ
み
る
人
に
恋
ひ
や
渡
ら
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
十
四
・
恋
歌
）

と
詠
ま
れ
て
い
る
こ
と
と
も
関
わ
っ
て
、
ハ
ナ
カ
ツ
ミ
に
つ
い
て
は
、
ま
こ
も
・
の
は
な
し
ょ
う
ぶ
・
花
菖
蒲
・
あ
か
ぬ
ま
あ
や
め
・
で

ん
じ
草
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
説
が
あ
る
。

　ち
な
み
に
、
略
解
は
、

　
　
　は
な
が
つ
み
は
和
名
抄
酢
漿
蜘
歎
是
と
同
じ
類
に
て
、
水
に
生
る
物
也
。
四
ひ
ら
に
て
葉
則
花
の
如
く
な
れ
ば
花
が
つ
み
と
い
ふ
な

『萬
葉
集
詰
』
に
つ
い
て
　
　
五
井
蘭
洲
説
の
検
討



『萬
葉
集
詰
』
に
つ
い
て
　
　
五
井
蘭
洲
説
の
検
討
－

　
　ら
む
と
翁
は
い
は
れ
き
。
さ
れ
ど
花
と
い
ふ
べ
く
も
な
き
も
の
也
。
陸
奥
に
て
今
花
菖
蒲
に
似
て
花
の
四
ひ
ら
な
る
も
の
を
か
つ
み

　
　と
言
へ
り
。
こ
れ
ぞ
ま
こ
と
の
も
の
な
る
べ
き
。

と
説
く
が
、
放
讃
（
岸
本
由
豆
流
）
は
、
「
読
も
な
く
、
を
さ
な
き
説
な
り
。
」
と
し
て
こ
れ
を
退
け
て
、

　
　
か

つ

み
と
は
菰
の
一
名
に
て
、
花
か
つ
み
と
は
菰
の
花
咲
き
た
る
を
い
ふ
べ
し
。

と
言
っ
て
い
る
。
ま
た
、
萬
葉
集
品
物
解
（
鹿
持
雅
澄
）
に
は
、

　
　
　賀
茂
真
淵
翁
曰
く
、
花
カ
ツ
ミ
は
勝
見
と
い
ふ
が
も
と
の
名
に
し
て
、
そ
れ
に
花
の
さ
き
た
る
を
花
勝
見
と
い
ふ
。
橘
に
花
橘
と

　
　
い

ふ
が如
し
。
さ
て
コ
モ
を
カ
ツ
ミ
と
云
ふ
よ
し
云
へ
る
は
、
も
と
よ
り
カ
ツ
ミ
は
コ
モ
の
一
種
な
れ
ば
、
や
が
て
直
に
コ
モ
と
も

　
　
い

へる
な
り
。

と
あ
る
が
、
井
上
新
考
が
、
「
赤
沼
あ
や
め
」
と
説
く
白
井
光
太
郎
の
説
を
引
い
て
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　花
勝
見
は
野
生
の
花
菖
蒲
に
て
日
光
に
て
は
赤
沼
ア
ヤ
メ
と
い
ふ
。
…
…
。
あ
や
め
よ
り
小
さ
く
五
六
月
頃
に
花
さ
く
も
の
に
て
　
　
　
2
6

　
　花
の

色
は
紫
赤
に
て
今
も
或
地
方
に
て
は
花
ガ
ツ
ミ
と
い
ふ
と
そ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

と
述
べ
、
以
来
こ
の
説
を
支
持
す
る
研
究
者
が
多
い
。
と
こ
ろ
が
、
現
在
の
注
釈
書
に
あ
た
っ
て
み
る
と
、
そ
の
解
説
は
、
例
え
ば
、

　
　
全
　
註
　
繹
　
　
　
　　
野
生
の
花
菖
蒲
の
一
種
。

　
　
私

注

　

ア
ヤ
メ
の
一
種
だ
ら
う
と
言
は
れ
て
ゐ
る
。

　
　
注

　
　
　
繹
　
　
　
　
　花
あ
や
め
（
又
は
花
し
ゃ
う
ぶ
）
。

　
　窪
田
評
稗
　
　
　
　
　
白
井
光
太
郎
氏
の
研
究
に
よ
り
、
野
生
の
花
菖
蒲
の
一
種
で
、
日
光
地
方
で
は
「
赤
沼
あ
や
め
」
と
稀
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て

ゐ
る
物
だ
と
い
ふ
。

　
　
岩
波
古
典
大系
　
　
　
　
未
詳
。
花
菖
蒲
の
一
種
。
ま
こ
も
そ
の
他
、
説
が
あ
る
。

　
　
小
学
館
古
典
全
集

　　
　
未
詳
。
花
あ
や
め
・
花
し
ょ
う
ぶ
の
類
か
。



　
　
新
潮
古
典
集
成
　
　　
　
花
菖
蒲
の
類
か
。

　
　
全
訳
注
原
文
付

　
　
　　
「
か
つ
み
」
は
マ
コ
モ
。
「
花
か
つ
み
」
は
ア
ヤ
メ
か
。

　
　
全
注

（木下
）
　
　
　
　
今
日
の
何
に
あ
た
る
か
不
明
。

　
　
繹
注

（伊藤
）
　
　
　
　
未
詳
。
花
菖
蒲
の
類
か
。
中
古
以
後
は
真
菰
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

　
　
小
学
館
新
編
古
典
全集
　
未
詳
。
花
し
ょ
う
ぶ
・
花
あ
や
め
の
類
か
。

のよ
う
に
、
歯
切
れ
は
よ
く
な
い
。

　
再度
蘭
洲
の
説
の
検
討
に
も
ど
っ
て
、
蘭
洲
が
否
定
し
て
い
る
「
菰
」
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
牧
野
富
太
郎
『
日
本
植
物
図
鑑
』
の
「
ま

こ
も
」
の
項
に
は
、
括
弧
付
き
で
（
ハ
ナ
カ
ツ
ミ
）
と
あ
る
が
、
そ
れ
は
小
さ
な
花
を
付
け
る
も
の
で
あ
る
と
の
解
説
が
あ
る
。
「
菰
説
」
は

蘭洲
が
採
っ
て
い
な
い
説
で
あ
る
か
ら
、
花
の
あ
る
な
し
は
と
も
か
く
と
し
て
、
花
菖
蒲
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
同
じ
牧
野
『
植
物
図
鑑
』
　
　
　
　
一

こ
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7

↓
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

　
　
　　ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
　
　
　
　
〔
ア
ヤ
メ
属
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
ノ
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
を
原
種
と
し
て
改
良
さ
れ
た
園
芸
品
で
、
水
辺
な
ど
湿
っ
た
地
に
栽
培
さ
れ
る
多
年
草
。
高
さ
6
0
～
8
0
㎝
群
生

　
　
す
る
。
葉
は
隆
起
し
た
中
脈
を
も
つ
の
が
特
徴
。
花
は
初
夏
、
大
き
い
も
の
で
径
1
5
㎝
位
に
達
し
、
紫
、
白
、
絞
り
な
ど
の
色
が
あ

　
　る
。
原
種
と
は
、
は
え
る
所
や
、
全
体
に
原
種
の
方
が
細
長
い
こ
と
で
、
区
別
で
き
る
。
和
名
は
、
花
の
咲
く
さ
と
い
も
科
の
菖
蒲

　
　と
い
う
意
味
。

　
　
　　
ノ
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
　
　
　
〔
ア
ヤ
メ
属
〕

　
　
　日
本
各
地
、
及
び
朝
鮮
、
中
国
東
北
部
、
東
シ
ベ
リ
ア
に
分
布
し
、
酸
性
の
土
壌
の
日
当
た
り
の
よ
い
湿
地
や
草
原
に
生
え
る
多

　
　年
草
。
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
の
原
種
。
高
さ
6
0
～
㎜
㎝
。
4
種
の
ア
ヤ
メ
属
の
う
ち
本
種
だ
け
が
葉
の
主
脈
が
は
っ
き
り
見
え
る
。
花
は

　
　
初夏
、
径
1
0
㎝
位
。
和
名
野
花
菖
蒲
は
野
生
の
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
の
意
味
。
中
部
地
方
で
は
ド
ン
ド
バ
ナ
と
い
わ
れ
る
。
種
小
名
は
野

『萬
葉
集
詰
』
に
つ
い
て
1
五
井
蘭
洲
説
の
検
討
ー



『萬葉
集
詰
』
に
つ
い
て
　
　
五
井
蘭
洲
説
の
検
討

　
　
生
の意
。

と
の
解
説
が
あ
る
。
植
物
学
上
は
、
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
・
ノ
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
・
シ
ョ
ウ
ブ
は
そ
れ
ぞ
れ
別
種
の
も
の
で
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

自
ら
は
マ
コ
モ
で
あ
ろ
う
と
説
い
た
う
え
で
、
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
説
を
紹
介
し
て
い
る
松
田
修
『
増
訂
萬
葉
植
物
新
考
』
に
は
、

　
　
　ノ
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
説
を
み
る
と
、
こ
の
説
は
、
陸
中
盟
竃
神
社
の
祠
官
、
藤
原
知
明
が
「
花
勝
見
考
」
（
寛
政
十
年
刊
）
に
最
初
に
述

　
　
べ
て

いる
と
こ
ろ
で
云
々
。

と
あ
る
が
、
蘭
洲
の
言
う
と
こ
ろ
と
藤
原
知
明
の
説
く
と
こ
ろ
と
が
同
じ
植
物
を
指
し
て
の
も
の
と
す
れ
ば
、
花
菖
蒲
説
は
集
詰
の
方
が

先
であ
り
、
花
菖
蒲
説
は
蘭
洲
に
始
ま
る
と
い
え
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
四

　
〇あ
き
つ
は
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
8

　
（集詰
）
　
あ
き
つ
は
の
　
袖
ふ
る
又
あ
き
つ
は
の
匂
へ
る
衣
と
も
有
。
愚
案
、
碧
羅
衣
な
り
、
蜻
の
羽
に
た
と
ふ
。
　
（
鳥
獣
轟
魚
）
　
　
　
一

　
蘭洲
が
「
袖
ふ
る
又
あ
き
つ
は
の
匂
へ
る
衣
と
も
有
」
と
注
記
す
る
作
品
に
次
の
二
首
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
で
　
　
　
　
い
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ

　
　あ
き
つ
は
の
（
秋
津
羽
之
）
　
袖
振
る
妹
を
　
玉
く
し
げ
奥
に
思
ふ
を
　
見
た
ま
へ
我
が
君
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
三
ー
三
七
六
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ろ
も
　
　
わ
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
つ
　
　
　
　
　
よ
る

　
　あ
き
つ
は
に
（
秋
都
葉
ホ
）
　
に
ほ
へ
る
衣
　
我
は
着
じ
　
君
に
奉
ら
ば
　
夜
も
着
る
が
ね
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
十
⊥
＝
二
〇
四
）

があ
る
。

　こ
れ
ら
の
歌
の
「
秋
津
羽
之
」
・
「
秋
都
葉
ホ
」
の
注
、
拾
穂
抄
に
は
、

　
　

（
三ー
三
七
六
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
ン
ケ
ン

　
　
　あ
き
つ
は
の
　
袖
ふ
る
妹
を
仙
日
秋
つ
羽
と
ハ
と
ん
ハ
う
の
羽
也
う
す
き
物
に
た
と
ふ
る
也
揮
娼
た
る
お
と
め
な
と
の
し
な
や
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
　
　
キ

　
　な
る
袖
の
け
し
き
に
よ
そ
ふ
る
也
羅
綺
の
重
衣
た
る
な
と
い
へ
る
も
其
心
同
か
る
へ
し
。



　
　

（十ー
二
三
〇
四
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ン
ハ
ウ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
　
ハ

　
　
　あ
き
つ
ハ
に
匂
へ
る
　
仙
日
秋
津
と
ハ
蜻
蛉
也
あ
き
つ
と
い
ふ
を
あ
つ
ま
に
は
え
ぞ
と
云
也
え
ハ
赤
き
也
赤
羽
と
い
へ
る
也
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
カ
エ
ン
ハ
　
　
　
　
カ
ウ
リ
ウ
ト
ン
ハ
ウ

　　
ハ
あ
き
つ
は
に
匂
へ
る
と
い
へ
る
ハ
あ
け
の
衣
也
愚
案
順
和
名
云
赤
卒
一
名
緯
瑠
蜻
蛉
之
小
而
赤
也
ま
た
せ
ハ
イ
ま
た
さ
ハ
イ
ま
つ

　
　ら
ハ
皆
同
奉
ら
は
也
あ
き
つ
は
に
に
ほ
へ
る
う
つ
く
し
き
衣
を
我
ハ
着
す
し
て
君
に
ま
い
ら
せ
ハ
よ
る
も
き
る
事
あ
ら
ん
さ
あ
ら
ハ

　
　
夜
逢も
や
せ
ん
と
な
る
へ
し
一
説
あ
き
つ
は
ハ
も
み
ち
の
事
云
々
如
何
。

と
あ
る
が
、
代
匠
記
（
精
撰
本
）
で
は
、
二
三
〇
四
番
歌
の
「
ア
キ
ツ
ハ
ニ
ニ
ホ
ヘ
ル
コ
ロ
モ
」
を
注
し
て
、

　
　
　
秋
都葉
ニ
ニ
ホ
ヘ
ル
衣
ト
ハ
紅
葉
ノ
如
ナ
ル
紅
ノ
衣
ト
云
ナ
リ
。
第
三
二
、
湯
原
王
宴
席
歌
二
讃
玉
ヘ
ル
、
秋
津
羽
ノ
袖
ト
云
ニ

　　
ハ
替
レ
リ
。
其
故
ハ
秋
相
聞
ナ
ル
ニ
字
ヲ
秋
葉
ト
カ
キ
テ
、
此
外
二
秋
ノ
詞
ナ
ケ
レ
ハ
、
紛
ナ
キ
事
ナ
リ
。

と
い
う
。
全
稗
に
は
、
こ
の
語
を
注
し
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　〇
秋
津
葉
爾
　
　
　
巻
三
に
も
秋
津
羽
之
袖
振
妹
（
三
七
六
）
と
あ
つ
て
、
蜻
蛉
羽
の
義
で
あ
る
が
、
こ
こ
は
秋
の
部
に
入
れ
て
あ
　
　
　
2
9

　
　る
か
ら
、
秋
つ
葉
即
ち
紅
葉
の
や
う
な
赤
い
衣
を
さ
す
の
だ
ら
う
と
す
る
説
も
あ
る
。
紅
葉
を
秋
津
葉
と
言
つ
た
例
は
他
に
な
く
、

　
　
又蜻
蛉
は
秋
の
虫
で
あ
る
か
ら
蜻
蛉
の
羽
の
や
う
な
と
解
す
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
か
。

と
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
岩
波
古
典
大
系
本
の
二
三
〇
四
番
歌
の
頭
注
に
は
、

　
　
　原
文
、
秋
都
葉
。
普
通
蜻
蛉
の
羽
と
解
す
る
が
、
蜻
蛉
は
ア
キ
ヅ
で
、
都
は
清
音
ツ
の
仮
名
。
ツ
と
ヅ
の
清
濁
は
、
か
な
り
よ
く

　
　
弁
別
さ
れ
る
の
で
、
ア
キ
ツ
ハ
と
い
う
語
例
は
他
に
な
い
が
、
秋
の
葉
と
解
し
て
お
く
。

と
あ
り
、
小
学
館
古
典
全
集
本
は
、
「
秋
の
紅
葉
。
ツ
は
連
体
格
の
助
詞
。
」
と
し
て
、
「
秋
つ
葉
に
　
に
ほ
へ
る
衣
」
と
書
き
下
し
、
「
秋

の

紅
葉
の

色
に染
ま
っ
た
衣
を
…
…
。
」
と
現
代
語
訳
し
て
い
る
。

　
岩波
古
典
大
系
・
小
学
館
古
典
全
集
ら
に
従
っ
て
、
三
七
六
番
歌
の
「
秋
津
羽
」
は
ア
キ
ヅ
ハ
、
二
三
〇
四
番
歌
の
「
秋
都
葉
」
は
ア

キ
ツ
ハ
と
訓
む
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
。
早
く
契
沖
が
こ
の
こ
と
を
説
き
、
そ
れ
に
先
だ
っ
て
長
流
（
管
見
）
が
、

『萬
葉
集
詰
』
に
つ
い
て
　
　
五
井
蘭
洲
説
の
検
討



『萬
葉
集
話
』
に
つ
い
て
1
五
井
蘭
洲
説
の
検
討

　
　
　
第十
巻
歌
に
、
秋
津
葉
に
に
ほ
へ
る
衣
と
よ
め
る
は
、
正
し
く
秋
の
木
葉
な
り
。
紅
な
る
衣
と
い
ふ
心
な
り
。
女
の
衣
に
は
、
紅

　
　を
賞
翫
す
れ
は
、
秋
つ
葉
の
袖
と
き
こ
え
た
る
に
や
。

と
説
い
て
い
る
。

　
蘭洲
が
説
く
「
碧
羅
衣
」
の
「
碧
羅
」
は
「
み
ど
り
の
う
す
ぎ
ぬ
」
（
時
代
別
国
語
大
辞
典
上
代
編
）
の
意
で
あ
る
が
、

　
　
　
三
七

六
　
秋津
羽
之
は
、
ア
キ
ヅ
ハ
ノ
で
、
「
秋
津
羽
之
　
袖
」
は
、
と
ん
ぼ
の
羽
の
よ
う
に
薄
く
透
き
通
っ
た
衣
の
袖
。

　
　
二
三
〇
四

　
秋
都
葉ホ
は
、
ア
キ
ツ
ハ
ニ
で
、
「
秋
津
葉
ホ
　
ホ
宝
敵
流
衣
」
は
、
秋
の
木
の
葉
の
よ
う
に
美
し
く
染
め
た
衣
。

と
、
区
別
し
て
注
す
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

「袖
ふ
る
又
あ
き
つ
は
の
匂
へ
る
衣
と
も
有
。
」
と
例
歌
を
あ
げ
る
に
続
け
て
「
碧
羅
衣
な
り
。
蜻
の
羽
に
た
と
ふ
。
」
と
説
く
蘭
洲
は
、

三
七
六番
歌
の
「
秋
津
羽
之
」
・
二
三
〇
四
番
歌
の
「
秋
都
葉
ホ
」
を
一
緒
に
し
て
解
し
て
い
る
が
、
集
詰
の
な
か
に
そ
の
説
を
多
く
引
用

し
て
い
る
管
見
や
代
匠
記
の
こ
の
項
は
見
て
い
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
先
行
の
説
に
あ
た
り
な
が
ら
も
、
こ
こ
で
は
無
視
し
た
と
も
考
え
ら
　
　
　
3
0

れ

る
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

五

○し
か
す
か
に

（集詰
）
　
さ
す
か
也
。
愚
案
に
、
さ
す
か
と
異
也
。
し
ら
す
白
ハ
の
言
の
省
け
る
也
。
矛
十
に
出
た
る
は
、
分
明
に
し
ら
す
自
に
と
聞

　
　
　
　
　
ゆ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
虚
詞
助
辮
）

　

「し
か
す
か
に
」
（
「
し
か
す
が
に
」
）
の
語
を
含
む
も
の
に
、
次
の
十
二
首
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
だ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
　
　
　
せ
　
こ

　…
…
　
あ
そ
そ
に
は
　
か
つ
は
知
れ
ど
も
　
し
か
す
が
に
（
之
加
須
我
仁
）
　
黙
も
え
あ
ら
ね
ば
　
我
が
背
子
が
　
行
き
の
ま
に
ま
に

　
　
　
　
　
　
　
ち
た
び

　
追は
む
と
は
　
千
度
思
へ
ど
　
…
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
四
ー
五
四
三
）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

　
　梅
の
花
散
ら
く
は
い
づ
く
　
し
か
す
が
に
（
志
可
須
我
ホ
）
　
こ
の
城
の
山
に
　
雪
は
降
り
つ
つ
　
　
　
　
　
（
巻
五
ー
八
二
三
）

　
　
荒
磯
越
す

　波
は
恐
し
　
し
か
す
が
に
（
然
爲
蟹
）
　
海
の
玉
藻
の
　
憎
く
は
あ
ら
ず
て
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
七
ー
一
三
九
七
）

　
　
　
　
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
ぎ
へ
　
　
そ
の

　
　う
ち
霧
ら
し
　
雪
は
降
り
つ
つ
　
し
か
す
が
に
（
然
爲
我
二
）
　
我
家
の
園
に
　
う
ぐ
ひ
す
鳴
く
も
　
　
　
　
　
（
巻
八
ー
一
四
四
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ま
く
も
き

　
　う
ち
な
び
く
　
春
さ
り
来
れ
ば
　
し
か
す
が
に
（
然
爲
蟹
）
　
天
雲
霧
ら
ひ
　
雪
は
降
り
つ
つ
　
　
　
　
　
　
（
巻
十
ー
一
八
三
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ら
ゆ
き
に
は

　
　
梅
の

花　
咲
き
散
り
過
ぎ
ぬ
　
し
か
す
が
に
（
然
爲
蟹
）
　
白
雪
庭
に
　
降
り
し
き
り
つ
つ
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
十
ー
一
八
三
四
）

　
　
　
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
す
み

　
　
風
交じ
り
　
雪
は
降
り
つ
つ
　
し
か
す
が
に
（
然
爲
蟹
）
　
霞
た
な
び
き
　
春
さ
り
に
け
り
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
十
ー
一
八
三
六
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
は
や
ぎ
　
　
　
　
　
も

　
　山
の
ま
に
　
雪
は
降
り
つ
つ
　
し
か
す
が
に
（
然
爲
我
二
）
　
こ
の
川
柳
は
　
萌
え
に
け
る
か
も
　
　
　
　
　
（
巻
十
ー
一
八
四
八
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
る
か
す
み

　
　
雪
見
れ
ば　
い
ま
だ
冬
な
り
　
し
か
す
が
に
（
然
爲
蟹
）
　
春
霞
立
ち
　
梅
は
散
り
つ
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
十
1
一
八
六
二
）

　
　
い
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
　
め
　
　
か
し
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
　
　
　
　
　
　
こ
と

　
　
妹と
言
は
ば
　
無
礼
し
恐
し
　
し
か
す
が
に
（
然
爲
蟹
）
　
か
け
ま
く
欲
し
き
　
言
に
あ
る
か
も
　
　
　
　
（
巻
十
二
ー
二
九
一
五
）

　
　
み
し
ま
の
　
　
　
　
か
す
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
の
ふ
　
　
け
　
ふ

　
　
三島
野
に
　
霞
た
な
び
き
　
し
か
す
が
に
（
之
可
須
我
ホ
）
　
昨
日
も
今
日
も
　
雪
は
降
り
つ
つ
　
　
　
　
（
巻
十
八
ー
四
〇
七
九
）
　
　
　
3
1

　
　月蜘
め
ば
　
い
ま
だ
冬
な
り
　
し
か
す
が
に
（
之
可
須
我
ホ
）
　
霞
た
な
び
く
　
春
立
ち
ぬ
と
か
　
　
　
　
　
（
巻
二
十
1
四
四
九
二
）
　
　
　
　
一

　
拾
穂
抄
では
、
一
八
三
六
・
一
八
四
八
・
一
八
六
二
・
四
〇
七
九
・
四
四
九
二
の
五
首
を
除
い
て
、
七
首
す
べ
て
、
こ
の
語
を
「
さ
す

が
に
」
と
注
記
し
て
い
る
。

　代
匠
記
（
初
稿
本
）
で
は
、
五
四
三
・
一
四
四
一
・
一
八
三
二
・
二
九
一
五
の
四
首
、
（
精
撰
本
）
で
は
、
五
三
四
・
一
三
九
七
の
二
首
に

つ

い
て
、
「
さ
す
が
に
」
と
の
注
を
付
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
五
四
三
番
歌
に
お
い
て
は
、

　
　

（初
稿
本
）
　
し
か
す
が
に
は
さ
す
か
に
な
り
。

　
　

（精
撰本
）
　
シ
カ
ス
カ
ニ
ハ
サ
ス
カ
ニ
ナ
リ
。
然
ヲ
シ
カ
ト
モ
サ
ト
モ
ヨ
メ
リ
。

と
あ
る
が
、
代
匠
記
に
お
い
て
は
注
を
施
し
て
い
な
い
歌
に
つ
い
て
も
一
様
に
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　こ
の
語
は
「
然
爲
蟹
」
と
の
用
字
が
多
く
見
ら
れ
る
と
お
り
、
も
と
も
と
、
シ
カ
は
「
然
」
、
ス
は
「
爲
」
（
サ
変
動
詞
・
終
止
形
）
、
カ
ニ

『萬葉
集
詰
』
に
つ
い
て
－
五
井
蘭
洲
説
の
検
討



『萬
葉
集
詰
』
に
つ
い
て
ー
五
井
蘭
洲
説
の
検
討
1

（ガ

ニ

）
は
助
詞
で
、
「
そ
う
で
あ
る
が
、
し
か
し
」
の
意
の
接
続
助
詞
と
み
る
。

　
蘭洲
が
、
拾
穂
抄
・
代
匠
記
の
説
く
と
こ
ろ
を
退
け
て
、
「
し
ら
す
白
ハ
の
言
の
省
け
る
也
」
と
の
自
説
を
挙
げ
て
い
る
の
は
唐
突
に
過
ぎ

る
説
と
言
う
べ
き
か
。

　
　
　
　
　
　
　

お
わ
り
に

　蘭
洲
の
説
に
つ
い
て
は
、
さ
き
に
先
行
の
説
の
提
唱
者
名
あ
る
い
は
書
名
を
あ
げ
た
後
に
「
愚
案
」
を
掲
げ
て
一
語
の
注
と
し
て
い
る

も
の
に
つ
い
て
検
討
し
た
（
拙
稿
「
『
萬
葉
集
詰
』
に
つ
い
て
ー
そ
の
方
法
論
的
考
察
ー
」
〔
『
千
里
山
文
學
論
集
』
第
2
9
号
　
昭
和
5
8
年
1
2
月
〕
）
が
、

特
に
前
に
提
唱
者
を
あ
げ
て
い
な
い
も
の
も
、
蘭
洲
が
自
説
と
す
る
前
に
置
か
れ
て
い
る
の
は
契
沖
や
季
吟
の
説
が
多
い
こ
と
が
確
か
め

ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　

「愚案
」
と
の
表
記
は
拾
穂
抄
に
倣
っ
た
も
の
か
と
思
わ
れ
、
管
見
・
代
匠
記
を
細
か
く
見
て
い
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
が
、
　
　
　
3
2

蘭
洲
がそ
れ
ら
の
説
を
退
け
て
自
説
を
立
て
て
い
る
も
の
も
、
簡
略
す
ぎ
て
物
足
り
な
い
も
の
が
多
い
。
辞
書
的
な
書
で
あ
る
集
詰
の
性

格
上
や
むを
得
な
い
面
も
あ
る
が
、
当
時
に
あ
っ
て
こ
う
し
た
書
物
を
作
り
あ
げ
た
著
者
の
意
欲
こ
そ
を
評
価
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。


